
令和５年度　江東商業高等学校 年間授業計画（１・２学年用） 
教科：（　芸術　）　科目：（　美術Ⅰ　）　単位数：（　２単位　）　対象：（　第１学年　B組・D組　）

教科担当者：

教科・科目の目標：

評価の観点：
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〇ポスター「自己ＰＲポスター」 ・ポスターの持つメッセージ性や
社会性を理解する。
・「自己ＰＲポスター」の学習を
通して、イラストレーションや
フォントの美しさに気付き、アク
リルガッシュで表現する技法を習
得する。

〔知〕
伝えたいメッセージを形や色彩、写真やイラ
ストレーション、文字などによる伝達効果を
考え、アクリルガッシュで表現する技能を身
にけている。
〔思〕
伝えたいメッセージを形や色彩、写真やイラ
ストレーション、文字などによる伝達効果を
考え、発想、構想することを身につけてい
る。

２
学
期

〇デザイン「ポテトチップスパッ
ケージ」

・美しく機能的なパッケージデザ
インの有様を理解する。
・愛されるキャラクターをデザイ
ンして理解する。
・ポテトチップスパッケージデザ
インの学習を通して、アクリル
ガッシュの技法を習得する。

〔知〕
入れるもののイメージを基に、形や色彩など
の効果を考え、美しく機能的なパッケージデ
ザインをアクリルガッシュで表現する技能を
身につけている。
〔思〕
入れるもののイメージを基に、形や色彩など
の効果を考え、美しく機能的なパッケージデ
ザインを発想、構想することを身につけてい
る。
〔主〕
暮らしの中の使うデザインの有様を理解する
とともに、パッケージデザインの表現制作に
主体的に取り組む態度を身に付けている。

〇人物「私の好きな有名人」 ・対象の特徴や美しさを感じ取
り、全体のイメージを捉えて表現
することを理解する。
・「私の好きな有名人」の学習を
通して、さまざまなアクリルガッ
シュの技法を習得する。

〔知〕
対象のイメージを基に、想像や空想を加え
て、構図や色彩の効果を考え、アクリルガッ
シュで表現する技能を身につけている。
〔思〕
対象のイメージを基に、想像や空想を加え
て、構図や色彩の効果を考え、発想、構想す
ることを身につけている。
〔主〕
対象のイメージを基に、想像や空想を加え
て、構図や色彩の効果を考え、表現制作に主
体的に取り組む態度を身に付けている。

１
学
期

〔知〕
自分の手の特徴や美しさを基に、形や質感も
捉え、空間を鉛筆で表現する技能を身につけ
ている。
〔思〕
自分の手の特徴や美しさを基に形や質感も捉
え、空間を発想、構想することを身につけて
いる。
〔主〕
自分の身体の特徴や美しさに気付き、鉛筆
デッサンの表現制作に主体的に取り組む態度
を身に付けている。

〇自画像「子供の頃の写真をもと
に」

・子供の頃の写真を通して自分の
心の中を見つめたり、気付かな
かった自分の考えに気付きなが
ら、自己の作品を表現することを
理解する。
・写真を用いて表現する時のアク
リル絵の具の技法を習得する。

〔知〕
自己の内面を見つめ、今の気持ちやその時の
撮映者の思いも含め、自分らしい印象を基に
構図や表情などの効果を考え、アクリルガッ
シュで表現する技能を身につけている。
〔思〕
自己の内面を見つめ、今の気持ちやその時の
撮映者の思いも含め、自分らしい印象を基
に、構図や表情の効果を考え、発想、構想す
ることを身につけている。
〔主〕
写真表現の可能性や絵画表現への応用を理解
して、子供の頃の写真をもとにした表現制作
に、主体的に取り組む態度を身に付けてい
る。

学習内容

表現

〇鉛筆デッサン「私の手」 ・自分の手をデッサンすることに
よって人体の美しい造形を理解す
る。
・絵画における空間の意味を理解
する。
・鉛筆とネリ消しを用い空間を表
現する技術を習得する。

鑑
賞

芸術の幅広い視点から美術において、造形的な見方、考え方を働かせて、美的体験を重ね、生活や社会の中の美術や美術文化と豊かに幅広く関わる
資質、能力を育成することを目指す。

評価の観点

合計

（　Ｂ組：仲間　）（　Ｄ組：仲間　）

【知識・技能】：知 【思考・判断・表現】：思

表現題材における内容を、美的体験を通して理
解して、具体的に表現する技能を身につけてい
る。

表現題材における課題を自ら発見し、発想や構
想を具体的な表現へと、解決する力を身につけ
ている。

【主体的に学習に取り組む態度】：主

美術文化と幅広く関わり、造形的な見方、考え
方を働かせ、主体的に表現制作に取り組む態度
を身につけている。

配
当
時
数

評価規準

使用教科書：（　美術Ⅰ　光村図書　）

単元項目


